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 現代の情報化社会は半導体集積回路の発展

によって支えられてきた。半導体集積回路は微

細加工の技術によって集積度を指数的に向上

させてきた。しかしながら近年、微細加工技術

の限界によって、半導体集積回路の性能は限界

に近づいている。特に消費電力密度は冷却能力

の限界に達している。そのため、エネルギー効

率のより良い回路として超伝導集積回路が注

目を集めている。 

そこで、我々は超伝導集積回路である断熱量

子磁束パラメトロン (AQFP) 回路の研究を行

っている。AQFP は半導体集積回路に比べ 6桁

ほど低い消費電力で動作させることが可能で

ある [1]-[3]。現在、AQFP 回路を用いたレジス

タファイルのような大規模な回路の動作実証

が行われているが、より大きな回路を実現する

ためには、AQFP 回路の小型化が望まれる。 

この問題を解決するために、直結式量子磁束

パラメトロン (DQFP) 回路が提案されている 

[4]。DQFP は、AQFP でデータ伝搬のために使

用していたトランスを取り除くことで、小型化

された回路である。また、DQFP はトランスを

取り除いたことによって、スケーリング則に沿

った低面積化を期待することが出来る。先行研

究では、既に DQFP 回路の動作実証が行われて

いるが、回路パラメータの最適化はまだ行われ

ていなかった [4]。そこで、本研究では回路パ

ラメータが最適化された DQFP 回路のセルテ

スト回路を設計し、測定を行った。セルテスト

回路の測定結果は講演会にて報告する。 
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Fig. 1 Micrograph of DQFP cell test circuits 
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